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A 152　　中国雙F菜の調理学的研究(第１報）一芥藍他二種のr＼-aL'i£.含有量について

　　　　高島中　○寺田瑞穂

　　　　日本生活医学研　　津野貞子

　目的　さきに津野は植物界におけるﾉ哨λおよびその同属体の分布を検索しｱこ結果。ネギ

類のみならずアブラ菜科植物全般に含有さ。れている事実を発見し、さらに他の植物につい

ても･検索を試みていた。最近中国との国交が回復し、種々の中国野菜の種子が輸入され、

各地で試作されている。私達はこの中国野菜の中で特に芥藍、葉心、紅菜苔について、日本

産のアブラ葉科植物と同様/姥馮の同属体゛ある/ホぱ以を含有しているかヽその存在にO）l/>

て追求した。

　方法　μ収同属体の検出方法･よ次の通りである。麗必乱同属体は4磁臨uJiにより分解され

r 冷ぷ心仇同属体となる理を利用゜rヽがび'^よりノぶ臨の存在を認めようとしｔ・叩Cは

95 %メタノール飽和石油エーテルを展開溶媒とし上昇法によった。検出試薬はニトロプル

シットッーダ試薬を用いた。分解されて生じたノぶ乱ぶこビタミンBlを作用させ不顕化Blを

測定した。すなわち芥藍の浸出液の上清液にニンニク液からとった沁叙沁ばを加え、pH 6に

補正し37 °cに30分反応させ、Blを加えpH 8 とし60 °ci 時間反応させてBl量を、一部には、

呼±を泌を添加し反応後Bl量を測定した。

　結果　芥藍、菜心、紅菜苔には、日本産のア‥ブラ菜科と同様片認仙tが含有されているこ

とは明らかとなった。部位別にみれば、花、昔に多く、最盛期には芥藍の花に£タみ^、者で

刀ら鳶｀ありブロッコリーの花ｸみ^^％、キャベツの%ぶには及ばなかった。本実麟tこ使用し

た水耕栽培と自然環境下栽培による違いかとも思われる。ともあれ、花、曹、とうを食用

とする緑黄色野菜として今後家庭栽培用にも多く利用されるようになることと思われる。

A 153 短尺勧回再応ぼ宦り調fi咽り認峨ﾄつぺ
　　　静/り祐憂尺　　・木村敏了　　払

目的　り1'-1 化しりロノ食球丿哨レ奮吻ぼ糾t･^n岬膚影効わy哺毒ずり

|'-）＼≪フ迪i乱如i ^ h釦S繕ill1:1厭,吋り収
　ｗ゛／　　ｊ　　　二●　　　　Ｆ　　。-。。

7iKつ､、7歯すし,
今絨り師傅^が廠吋A'く、　ムヽ糾ね賎か穴。

　^旅　嗣奮μt' 不ぼ食吻靭やりりふ和舅年肴お人つ隨奪原人、差ut･し､､* t･l＼

討ぷんiμ参icし。アッケリ・哨玖り卜ヽ. ①営4 'ヽ玄耀f%砲のまヽ奇鳶7k ■^.'祠^ﾀぞり

/f≪T机現④泰尾?'の/良和りへ・や加　＠雀み万μ･鋼m^戦わいフヽぺmiし恥
　.は　のりあ相･い以がμ‥私い/いおメ綬りヽ･ト　りｰ貧釦・び心対レ

-h-^。綬□3μ) ・t.身$ *＼'･皿倒昨りヽヽ。　の屈ダ柘虎:ブ象庭一械いのそ) " ・ヽ抑ヽ

飾m.耀固紋､ﾌﾘ:]≪ヽh3t廊k 局攻心') χ幻り・. ダ～^ /り･^刄fc 最も夕ヽ。り

内争itね麗顔いf A'、X I､.'r~,デにI、、､･- 1、秘J ? φりμ& めfi 0　(P廠fSo●
　　　　　　　　　　　　　　　｀‘　　'｀　　一　　--　･･-｀　-肖ふ-n X･－S,ぷ,ヒ｡.。ir a　　。。

飾u耀ii〕鮫lり]*ヽbJ^屎を両杖､い□fi. が入S. '^･ び～βl.μ･"維Y・ " 1又り7 ゛゛'(

i^餐･φ麗顔いが'、スA' r~, f ゞ　、I、２バ■- 1、　秘J ? φりμ& めfi 0　(P廠fSo●

知鴫：り吹ヽｊ年如バＨり表函片柳哨Ｊヽり｀、し理解恥屈萱しりほ、い

ろ'・･し-‘ヽ､゛ダラ与いti（･し0面騨糾河の貸料･-'i^ むの''■フ-ヽ-ZIJ.
μ刄吠£一営雀

≪vヽわヽ噂'利用暮^疼所しいﾊμ'i｀i釦&り^f"
こ抑こ対し、^ rﾌヽ･ヽ,羞

明々鈴私心か俑匹り．　＠飼４・基キ知笛;屈味/､゛一官-. 1- c=r7ヽヽマ、入割ii初タ

ロ軸しいられおりも;、r-..　の卿・疼桐胴'' わ入幻紬めび3 し>^-

いヽh^t^リ/f'^　糾初め7り*h βいりり･7ﾀ7μ^フp^-．

　り嵯蚕剱

ヽ口も祠食しV~. ぺi. ，､事猿･・フ･ぺヽ絹河南恥知こj>^祗£食影りへ・参加ヽ糾

班経験湾いヽ明iit徊ﾔ、減對しpt．


